
P.26~33

4-1 データで見る官庁訪問
　　　（P.27)
4-2 事前の準備
　　　（P.28~29）
4-3 当日について
　　　（P.30~33）

4. 官庁訪問
   対策編
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公正取引委員会を最初に

訪問した日は？

訪問した他省庁は？

第1クール初日
6

第1クール2日目
2

国税庁 総務省

会計検査院

金融庁
財務省

消費者庁

公安調査庁

防衛省
農林水産省

財務省財務局

人事院

訪問なし

4-1

内定者8人に対して多様な訪問先が
挙がりました。

円の大きさは

人数比を表しています。

データで見る官庁訪問
4-1

地方在住者を対象に

上京のタイミングを聞いたところ、

4人全員が前日（前泊）でした！
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準備として何をしましたか？

ホームページにある活動報告の関心のあるページを印刷し、読み込みまし

た。

説明会で頂いた資料をまとめました。

学生ができることはかなり限られると思います。 その省庁の業務について
おさらいすること、日頃からニュースをチェックして世の中の動きを知っ

ておくこと、くらいでしょうか。 気になった省庁については無理のない範
囲で、業務説明会に参加してみるのもおすすめです。

なるべく多くの説明会に参加しました。またパンフレットを隅から隅まで

読み込みました。

ゼミで経済法を学んでいたのでゼミでやったことを見返しました。 
「その省庁で自分が何をしたいのか」を自分の言葉で話すことができるよ

うに準備していました。  パンフレットや、直近半年分の公取に関するニュ
ースを見て、その省庁がどんなことに取り組んでいるのかを把握するよう

にしていました。

説明会に参加したときに取っていたノートやパンフレットを読み、自分の

興味のあるものや質問したいことを洗い出しました。その省庁が重点的に

取り組んでいる施策についてはホームページから資料を調べて、自分なり

にまとめたり印刷して官庁訪問に持参しました。

事前の準備
4-2

官庁訪問前に直前説明会を開いてくださる省庁が多く、そうした機会を活用

しました。そこではフランクに質問に答えてもらえることが多かったです。

全体的な官庁訪問についての情報は、ネットにある個人のブログ等から拾っ

て読みました。

現役の職員の方に官庁訪問の雰囲気を伺いました。

どのように情報収集をしましたか？
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内容について

その省庁ごとにやりたい業務に関連する能力を選んで、その能力に関連

するエピソードを書きました。

自己PRでは、公正取引委員会で働く中でも活かせる強みを書くようにし
ました。

失敗からどのようなことを学んで何を達成したかや、公正取引委員会で

なければならない理由を書きました。

エントリーシートのなかで専攻分野を説明することはなかなか難しかっ

たです。できるだけ専門的な用語を使わず、研究内容を抽象化すること

を心がけました。

志望理由に関しては、まずなぜ民間ではなく公務員なのか、そして公務

員の中でもなぜ公正取引委員会なのかということを意識して書きまし

た。このときに自分の体験談を含めることができると説得力が増すと思

います。

自分ごととして主体的に経験してきたエピソードや、自分がしっかり説

明できることを書くようにしていました。また、関心のあるニュースの

欄にはなるべく自分の身近なものや自分にも影響のあるものを選び、問

題意識などを明確に持つことができるものを書きました。

書き方について

結論から書くことと簡潔に書くことを意識

　　　しました。公正取引委員会の場合は分量が

　　　多くなかったので、要点を絞って書きました。

誰でもわかるような簡潔で簡単な文章で書く

　　　ことだと思います。多くの人から添削してもら

　　　ってください！ 
面接で深掘りされると嫌なので、抽象的な言葉を

　　　できるだけ使わないように意識していました。 

エントリーシートを書くときに気をつけていたことを教えてく

ださい。

4.2 事前の準備

その他何かしていたことや印象に残っていることはあります

か？

毎回の説明会で気になった点や感想などをメモしておくと、訪問カードを書

く時に楽です。

詳しく聞いてほしいところを

面接で質問してもらえるよう、

全ての情報は書かず、

要点だけを書くという工夫も

ありました！
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持ち物

面接のために持っていったもの

採用パンフレット

面接していただいた方がどこの課室の方なのかを待ち時間に確認

できるように、組織図が書いてある資料を持参するとよいと思い

ます。

公正取引委員会の活動報告を印刷したもの

面接対策用にまとめたWordファイルを印刷したもの
ノート

説明会で聞いた話とそれについての感想をまとめたうえで持参す

る

待ち時間に面接の振り返りをする

ボールペンやシャーペンなど

主に待ち時間のために持っていったもの

暑さ対策（扇子やハンディファンなど）

小腹が空いたときのためのお菓子（グミなど）

服装

クールビズについて

館内は暑くもなく、寒くもなかったです。

リクルートスーツでジャケットを持っていきましたが、控室では肩が

凝るので脱いでいました。

私が訪問した省庁では全てクールビズ可でした。周りの方もほとんど

クールビズでした。

第1クールはジャケットを着ていましたが、採用担当の方からジャケ
ットとネクタイはなくてもよいと伝えられたので、第2クールからは
クールビズで参加しました。

6月中旬だったので半袖のワイシャツで参加しましたが、周りは長袖
の人のほうが多かったと思います。

髪型・メイクについて

髪を上げることで顔が少しでも明るくなるようにしました。 
髪型は清潔感を出すために、おでこを出すようにしました。

髪型はボサボサにならないよう気をつけていました。メイクは薄め

で、ラメは使わないようにしてました。 
官庁訪問は長丁場になると聞いていたので、メイクが崩れないように

メイクキープミストを必ず付けていました。

当日について
4-3

当日の持ち物や服装について教えてください。
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4-3

待ち時間はどのように過ごしましたか？

控室の雰囲気

他省庁と比べて公正取引委員会では重苦しい雰囲気はありませんでした

が、周りの人と話す機会があまりなく待ち時間が長く感じました。

他省庁と比べてかなり落ち着いていました。  とはいえ緊張感があったり
ずっと無言だったり、ということはありませんでした。  たまに談笑が起
こる、穏やかな雰囲気の空間でした。

第1クールは待ち時間が長く、訪問者同士の会話が少なかったので張りつ
めた感じで辛かったです。話していてよいと言われてもなかなかできま

せんでした…。第2クール以降は話しやすい雰囲気になっていたので、情
報を交換したり励ましあったりでき、待ち時間も楽しかった記憶があり

ます。

クールを追うごとに段々と雰囲気がほぐれていき、椅子を移動してみん

なで喋るようになりました。みんなで話している一方で、資料やノート

を確認したりするのは各々自由で、私が訪問した省庁の中では1番雰囲気
のいい待ち時間でした。  他省庁はワイワイした雰囲気の場所もありまし
たが、公正取引委員会で経験したように全員で喋ったり交流したりする

ことはなかったのでそこが比較して違う点かなと思います。

自分がしていたこと

まとめノートを見直したり、タブレットで新聞を読んだりしました。

なるべくいろんな志願者と会話することをお勧めします。リフレッシュ

できますし、自分にはない考えや視点を発見できて勉強になるからで

す。

印刷して持参した公正取引委員会の重点施策や面接対策のノートを見ま

した。

主に前回の面接で聞いたことや学んだこと、反省点のメモを整理して、

次の面接で聞きたいことを考えていました。

当日について

皆さん20分～30分前に着いたようです！
公取は入り口から待機場所まで比較的すぐ行けますが、他省庁だと待機場所

まで行くのに時間がかかる場合もあります。入り口に少なくとも20分前には
着くことをお勧めします！

当日は集合時間のどれくらいに着きましたか？
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官庁訪問中に意識したことについて教えてください。

当日について

32

姿勢について

面接官のお話をメモして、次の面接でも活かすようにしていましたが、

メモを取ることに集中しすぎないことは重要だと思います。職員の皆さ

んは私がメモを取ることを快諾してくださいましたが、あくまで面接で

すので、目を見てコミュニケーションを取ることを意識しました。これ

はただ相手を見るということだけでなく、相手が何を答えてほしいと思

っているのかを考えるためです。

公正取引委員会での面接の雰囲気は、他省庁と比較すると穏やかなほう

だと感じました。

背筋を伸ばして話を聞くこと、キャッチボールで会話することの2つを意
識しました。

人事院面接と同様に、笑顔・ゆっくり・簡潔に、を心がけていました。

相槌をしっかり打つようにしました。

内容について

その面接官にしか聞けないことを質問するように意識していました。パ

ンフレットに掲載されている方と面接するときは、パンフレットで書い

ている内容で疑問に思ったことや、その方独特の言い回しについて質問

することが多かったです。

私の場合だけかもしれませんが、志望理由にとても重きを置いているよ

うに感じました。

志望理由や関心事項について、面接官によって違うことを言わないよう

に意識していました。毎回違う返答をすると軸がぶれているように思わ

れる可能性があるためです。もちろんお話を聞く中で意見が変わる場合

もあるので、そのときはその旨を伝えるとよいと思います。

自分の考えや公正取引委員会に対する熱量が面接官の方にしっかりと伝

わるように、何かを暗記したり覚えたりするのではなく、自分の言葉で

伝えるということを一番意識しました。

時間が許す限り沢山面接官の方に質問させていただきました。そこで教

えて頂いた内容が次の面接に繋がることもあり、公正取引委員会や競争

政策について理解を深める材料を頂きました。前の面接で印象に残った

ことや反省点を、待ち時間で自分なりに考えた上で次の面接に活かすと

いうことも意識していました。
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友達と飲みに行ったり、観光したりしてリフレッシュしました。

浅草やスカイツリーを観光して、リフレッシュしました！！！！ とても良い
息抜きになりました！！

休みの日は、官庁訪問のことは一切考えていませんでした。(笑)　
　  地方に住んでいるということもあり、観光を楽しんでいました。
面接で話す内容や知識で修正すべきところを修正したら、あとは観光したり

カフェを巡ったりしてなるべく官庁訪問のことは考えないようにしていまし

た。

とにかく休むようにしていました。 夜に今までの面接で聞いたこと、聞かれ
たことを確認したくらいです。

自宅でたくさん寝たり翌週の官庁訪問に備えて情報収集をしたりしました。

ほとんど連日で面接か公務員試験がありました… 強いて言えば、できる範囲
で普段の休日を再現することがよいと思います。

官庁訪問の中日も併願先の面接や大学の授業があったので、それに参加しま

した。ただ、官庁訪問の第１クール初日の月曜日から金曜日までぶっ通しで

官庁訪問に参加していたので、そろそろリフレッシュしたいと思い、金曜日

に他省庁の官庁訪問が早く終わったので、その足で当日券を買って野球観戦

に行きました。

当日について

何か失敗談やエピソードがあれば教えてください。

第2クール1日目に体調を崩し、官庁訪問を辞退したことが反省点です。  ホテ
ルの空調設定を間違えました。

恥ずかしながら、霞ヶ関駅で若干迷子になったことです。とりあえず地上に出

ればどうにかなります。できれば、本番の官庁訪問前に家から訪問先まで行っ

てみるとよいと思います。

第1クールはオンラインで参加していたので、待ち時間がすごく寂しかったで
す笑  第2クールから対面で参加しましたが、皆と話せてすごく楽しかったの
で、最初から対面で行けばよかったなと思いました！

失敗談というほどでもないかもしれませんが、官庁訪問中は食欲がなくなると

いうことを知らず、第１クールの1日目に公正取引委員会のお昼休みに食堂に
カレーライスを食べに行ったことが思い出されます。いつもなら余裕なはずの

カレー1人前が、食べているうちに全然進まなくなり、食べ終わるのが大変で
した、、。  そこで食欲が減退しているのだと気付き、それ以降はコンビニで
買って軽く済ませるようになりました。

控室で面接を待っている間は、エレベーターの音や廊下を歩く音がするたび

に、自分が面接に呼ばれるのではないかとずっとドキドキしていました。

官庁訪問がない日はどのように過ごしましたか。
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